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2Lp-5 動的衣服シミュレーションによる衣服デザイン支援

○末広祥二　道明伸幸 （倉敷市立短大）

〔(社) 日本 家政 学 会

目的　次世代の衣服デザインシステムを構築するには、布のリアルな再現、素材の特性を
十分反映し、かつ動きまで含めた着装のシミュレーションの実現に加えるに、デザイナーが
これを利用してデザインする際の操作環境（ユーザーインターフェイス）など解決すべき問
題が多い。動的衣服シミュレーションの現状はまだ実験的段階に止まっており素材の特性反
映や、布のリアルな視覚風合いの再現といった面で、デザイナーが一般的な衣服デザインに
直ちに応用できるようなものではない。しかしながら、衣服デザインにおいて、動作時の衣
服のゆとりなどとパターン形状・衣服デザインの関係を調べることは、特に介護服などを始
めとして、実用的には重要なことである。動的衣服シミュレーションシステムをこれに利用
することができれば、実際に試作することなしに上記の検討ができる。
方法　動的衣服シミュレーションシステムによれば、衣服とボディーとの距離関係や、衣
服の各部分の詳細な変形はシミュレーションの計算の過程で容易に得られる情報であり、し
かもこれらに対して、素材の特性や風合いはあまりクリティカルに反映せず、主としてパタ
ーンの形状による。したがって現在の動的衣服シミュレーションシステムを用いてもパター
ン形状と動作時の衣服のゆとりなどの関係を調べることは十分に実用的である。

結果　すでに一部の動的衣服シミュレーションシステムにおいては、衣服とボディーとの
距離、衣服の各部分の伸張あるいは曲げ変形を視覚的に表示する機能を有している。これを
利用すれば、デザインを変更した際の衣服のゆとりや動作性、衣服の各部分の変形などが実

際に試作することなしに視覚化でき、開発期間やコストの低減化が図れる。
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12 日 土）第Ｍ会場　10 : 00～12 : 00

染色布の視感および測色法による耐光堅ろう度の等級評価

○今泉　麗＊　芳住邦雄＊＊ 樫野悦子＊

（＊共立女短大 ＊*共立女大　）
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して、光、温度、湿度、大気汚染物質が挙
に着目し、促進実験により、染色布の耐光
的としている。従来、耐光堅ろう度の等級
つているが、本研究では、これらの評価方

術振興会第134 委員会調整の
セノンアーク灯光を420nm に
た。試料布とブルースケールを

げ
堅
付
法

標準染色布６種類を
おいてl.lW/nrfとな＼lノンアーク灯光を420nm においてl.lW/nrfとな

ｌ。試料布とブルースケールを同時に曝露した。視
こは15 人の被験者を用い、変退色用グレースケ＝
き評価した。一方、計器による評価は曝露前と曝露
汁CR-200 を用い、その反射スペクトルを測定し、
ら等級値を求めた。
It CR-200 を
ら等級値を求
においては、

とグレースケール標準退色
められた。ブルースケール
ルースケールの曝露時間に対す
感特性を充分説明しうるもので
１こよる等級付けとは良好に一至

204

ス
ケールは級が１ 級上昇する
μほぼ２倍必要となることが認

ヒ対応していると言えた。各ブ
蔓続的プロットは、こうした視

布の視感による等級付けとNc
蓮 された。


